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現代ヨーロッパのイスラムフォビア

Islamophobia in Europe 
 
 
 

 パネリスト  

 内藤 正典（同志社大学グローバル・スタディーズ研究科長、教授） 

 森 千香子（南山大学外国語学部准教授） 

 見原 礼子（同志社大学グローバル・スタディーズ研究科助教） 

 菊池 恵介（同志社大学グローバル・スタディーズ研究科准教授） 
 

 
2011 年 7 月 20 日(水)  17：00～20：00 

同志社大学 室町キャンパス 

寒梅館 B1 階 ハーディホール 
 
 
 

○ 入場無料・事前申込不要 
○ お問い合わせ先 

                  同志社大学 一神教学際研究センター(CISMOR) 
TEL. 075-251-3972  
E-mail: info@cismor.jp 
HP: http://www.cismor.jp/ 



  

【 プログラム 】 

 
1)  開 会 挨 拶   17：00－17：10  菊池 恵介 

2)  フィルム上映  17：10－18：30 

    「スカーフ論争 ―― 隠れたレイシズム」（本邦初公開） 
（フランス／2004 年／カラー76 分／日本語字幕付） 

監督：ジェローム・オスト 
               ＜ 休憩 15 分 ＞ 

3)  パネルディスカッション   18：45－20：00 

 内藤 正典 （同志社大学グローバル・スタディーズ研究科長、教授） 

 森 千香子 （南山大学外国語学部准教授） 
 見原 礼子 （同志社大学グローバル・スタディーズ研究科助教） 
 菊池 恵介 （同志社大学グローバル・スタディーズ研究科准教授） 

 
 
 
======================================================================== 
 

近年のフランス社会を揺るがしている問題のひとつに、いわゆる「イスラム・スカーフ問題」がある。

すなわち、政教分離を国是とするフランスの公立学校において、ムスリム女学生のスカーフ着用を認める

べきか否かをめぐる論争である。1989 年の最初の論争以来、繰り返し議論がなされてきたが、2004 年に

制定された「公立学校におけるこれ見よがしな宗教シンボル着用の禁止法」（通称「スカーフ禁止法」）を

もって。「決着」したかと思われた。だが、その後も、イスラム・スカーフをめぐる議論は、ことあるご

とに蒸し返され、現在もなお燻り続けている。 
「スカーフ問題」とは、いったい何か？ 
また、論争の背景には、いかなる問題が隠れているのか？  
この企画では、ジェローム・オスト監督の長編ドキュメンタリー『スカーフ論争～隠れたレイシズム』

（Un racisme à peine voilé、2004）を上映し、この 15 年にわたる論争の背景を探るとともに、9・11
以降、ヨーロッパ全体に拡大するイスラムフォビア（反イスラム感情）について、パネルディスカッショ

ンを行う。 
 

======================================================================== 
 
 
 



 

【 パネリスト紹介 】 

 内藤 正典（ないとう まさのり） 同志社大学グローバル・スタディーズ研究科長、教授  

1979 年東京大学教養学部教養学科卒業、1982 年同大学大学院理学系研究科地理学専攻博士課程中退。 
1986 年から 2010 年まで、一橋大学にて教鞭をとる。この間、シリアのダマスカス大学文学部客員研究

員やトルコのアンカラ大学政治学部客員研究員として留学。 
2010 年 4 月～同志社大学グローバル・スタディーズ研究科長。一橋大学在任中より CISMOR の共同研

究員を務め、その活動に深く寄与している。 
専門は、現代イスラーム地域研究、イスラーム世界と西欧の国際関係。ヨーロッパ諸国におけるムスリム

移民の社会・文化的問題に関する研究の分野では『ヨーロッパとイスラーム―共生は可能か』(岩波新書、

2004 年)、『神の法 vs.人の法―スカーフ論争からみる西欧とイスラームの断層』（共著、日本評論社、

2007 年）など著書多数。 
 

 森 千香子（もり ちかこ） 南山大学外国語学部准教授  

1972 年東京生まれ。現在、南山大学外国語学部准教授。 
一橋大学大学院修士課程、国際交流基金海外専門調査員を経て、フランス社会科学高等研究院社会学研究

科高等研究課程修了。 
共著「神の法 VS 人の法－スカーフ論争からみる西欧とイスラームの断層」（日本評論社、2007 年）、

『移民の社会的統合と排除』（東京大学出版会、2009 年）、論文「フランスにおける 『イスラームフォ

ビア』の新展開とその争点」（中東学会年報、2005 年）、訳書「レイシズムの変貌」（明石書店、2007
年）など。 
 

 見原 礼子（みはら れいこ） 同志社大学グローバル・スタディーズ研究科助教  

一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程修了、博士（社会学）。専門は比較教育社会学。日本学術振興

会特別研究員、フランス社会科学高等研究院客員研究員、ユネスコ日本政府代表部専門調査員を経て現職。 
主要著書として『オランダとベルギーのイスラーム教育――公教育における宗教の多元性と対話』（明石

書店、2009 年）、『オランダ――寛容の国の改革と模索』子どもの未来社（寺子屋新書、2006 年）など

がある。 
 

 菊池 恵介（きくち けいすけ） 同志社大学グローバル・スタディーズ研究科准教授  

専攻：哲学・社会思想史、フランス地域研究。 
論文に「スカーフ論争―問われるフランス共和主義」（季刊『前夜』第二号、2005 年）、「植民地主義の歴

史の再審―フランスの《過去の克復》の現在」（金富子／中野敏男編『歴史と責任』青弓社、2008 年、所

収）などがある。また本企画に関連する翻訳としては、ヤミナ・ベンギギ監督『移民の記憶―マグレブの

遺産』（日本語字幕版 DVD、160 分、2007 年、パスレル、森千香子・菊池恵介ほか訳）がある。 
 



 

＜次回 7/23 ご案内＞ 

   主催：  同志社大学一神教学際研究センター(CISMOR) 

  科学研究費補助金『中東における紛争防止の学際的研究の構築』（研究代表者：中西久枝） 

   共催：  同志社大学神学部・神学研究科 

公開講演会 

アラブの春と米国・中東関係の行方 
 

  【日時】 2011 年 7 月 23 日（土） 13：30－16：00 

  【会場】 同志社大学今出川キャンパス 神学館 3 階 礼拝堂 

  【講師】 重家俊範 （元外務省中東アフリカ局長、同志社大学法学部客員教授） 

              アッザーム・タミーミー （ロンドン・イスラーム政治思想研究所所長） 

    一部英語講演：逐次通訳あり 

    事前申込不要・入場無料 

 

 

 

＜7/30 ご案内＞ 

 主催： 同志社大学一神教学際研究センター(CISMOR) 

  共催： 同志社大学神学部・神学研究科 

公開シンポジウム 

激変する中東の深層を読む 
 

【日時】 2011 年 7 月 30 日（土） 13：00－15：15 

【会場】 同志社大学今出川キャンパス 明徳館 1 階 M1 教室 

 ◆ 第１部：講演 

宗教は民主主義に必要か  小原克博 （同志社大学神学部教授、CISMOR センター長） 

「アラブの春」への懐疑  内藤正典 （同志社大学グローバル・スタディーズ研究科教授/研究科長、CISMOR 幹事）

オバマの苦悩  村田晃嗣 （同志社大学法学部教授/法学部長、CISMOR 幹事） 

 

   ◆ 第２部：パネルディスカッション 

  パネリスト：小原克博、内藤正典、村田晃嗣 

 

事前申込不要・入場無料

タミーミー氏/中西教授 講演会 

2011/7/25(月) 17：30～ 至誠館 1 階 S3 教室

「アラブの春と中東の民主化  

     ―イスラーム勢力の役割」 
英語講演


